
shoe commerce社／ケルン／ドイツ

ユーザー事例 
のご紹介

靴業界のDX  
shoe commerce社がX線CT撮像に寄せる信頼 
ZEISS Quality Excellence Centerのサービス



靴業界の DX — これが、ドイツ、ケルンの scs shoe 
commerce GmbH 社のスタートアップ時のミッションで
した。同社の提供するソリューションによって、迅速か
つ簡便な方法で、どんな足にも靴を正しくフィットさせ
ることができます。安全靴の内側ボリュームを測定する
際、shoe commerce 社は、ケルンにある ZEISS Quality 
Excellence Center の、X 線 CT 撮像サービスを使っていま
す。このコラボレーションによって、働く人々に、安全な
だけではなく、その最適なフィット性によって足の健康を
増進する靴をお届けすることができています。

足の健康というテーマは、これまでド
イツでも他の国々でも、あまり注目を
集めることはありませんでした。しか
し、足の健康は人の全身の健康および
作業能力に対して、幅広く影響を与え
得るものなのです。ドイツにある靴の
研究機関が、この 50 年間で最も大き
な、ドイツ人の足を測定するアクショ
ンのあった 2010 年に発行した「現在
のドイツ人の足に関するレポート」で
は、2010 年の時点でドイツの成人の
60 パーセントが足に関する問題に悩
んでいることが記載されています。し
かし、先進国の赤ちゃんの 98 パーセ
ントが健康な足の状態で生まれてきて
いるのです。足の問題の主な原因は、
間違った種類の靴を着用することで
す。正しくフィットする靴を履いてい
るのは 5 人に 1 人くらいです。そして
この状態は、この 10 年間、何も変わっ
ていないように見えます。
ケルンで同社がスタートした際には、
この状況を変えたいという想いがあり
ました。CEO であるアレクサンダー・
ゲルツ氏は同社のビジョンについて次
のように語っています。「人の左右の
足は決して同じではありません。それ
は、サイズの違いだけではなく、扁平
足や幅広の足、あるいは外反母趾その
他、足の形状やその人特有の特性に
も違いがあります。私たちのベスト
フィット・ソリューションを使えば、

どんな足にでも完全にフィットする靴
をお届けすることができます。必要で
あれば、整形外科的ソリューションも
適用できます。」MyPSA（My Personal 
Shoe Accessories） と い う プ ラ ッ ト
フォームでも、安全靴を取り扱ってい
ます。安全靴の内側ボリュームを正確
に測定する際は、shoe commerce 社
は、世界中の 60 もの ZEISS Excellence 
Center のうちのひとつである、ケルン
の ZEISS Quality Excellence Center の
CT サービスを用いています。この協
力体制によってもたらされるメリット
は、（フィットする靴という）肌で感じ
て頂けるものです。小規模の雇用者か
ら、地域で幅広い活動を行っている雇
用者、そして大企業に到るまで、shoe 
commerce 社のサービスを利用する企
業がどんどん増えています。その結果
として、shoe commerce 社は労働衛
生管理に対して大きく寄与することに
なりました。というのも、足にフィッ
トする靴を着用している労働者は、結
果として長期間、より健康に過ごせて
いると感じ、業務能力に対する制限を
経験することが少なくなったからです。

安全靴を着用する人の健康を増進する
ことで、ZEISSとshoe commerce社
が病欠を削減 
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スキャンを活用してフィットする安全
靴を
消防士、警察官、建築労働者、あるい
はものづくりに携わる人々 - そこに
は数え切れないほど多くの安全靴の出
番があります。安全靴の重量は 1 キ
ロに達することもあり、コンフォー
トシューズやスポーツシューズとは
違って、圧力をかけても少ししか曲
がりません。もし、このような靴が
足にフィットしていなかったら、足
が変形してしまうおそれがあります。
足の変形は、さらに進行するか、ま
たは悪化する可能性があり、多くの
場合痛みを伴います。MyPSA を通じ
て、shoe commerce 社は、これが回
避可能であると言うことを伝えてい
ます。shoe commerce 社の従業員が
3D レーザーテクノロジーを使って、
靴を着用する人の足をスキャンしま
す。それから、アルゴリズムがその人
の足の縦の長さ、幅、甲の高さ、足の
裏面の形状他を分析します。また、性
別や体重、および靴の使い方なども割
り出します。これらのデータを、豊富
な数の安全靴のすでに正確に測定済み
の内側ボリュームのデータと突き合わ
せます。ZEISS がこれらの足のデー
タ、ならびにコンピュータ断層撮影法
を使って取得した、さまざまな特性向
けに用意された shoe commerce 社の
靴の 3D データを取得します。「100%
マッチではありませんが、理想的な結
果に極めて近い解が得られます。ベス
トフィットと言い換えてもよいもので
す」と、ゲルツ氏は説明します。見つかっ
た解に、整形外科用の中敷きやインレ
イを組み合わせることもできます。 

技術と測定戦略で ZEISS がスタート
アップをサポート
ケ ル ン の ZEISS Quality Excellence 
Center のセンター長であるフィリッ
プ・ヴィリーアは、今でも同社のスター
トアップに際しての初会合のことをよ
く覚えています。「shoe commerce
社の皆さんがやってきて、『靴をデジ
タル化したいんですが』と仰ったので
す。これは私たちにとって新しい領域
でした。そして、最初に考えていたよ
りもずっと複雑な事なのだということ
が良くわかりました。」靴を CT 装置の
中にセットして、「スタート」ボタン
を押して測定を開始する、というよう
なものではないのです。何故か？それ
は、靴の置き方と固定方法のどちらも
が、測定結果に影響を与えてしまうと
いうことがわかったからです。協議と
テストのフェーズが続き、その間に靴
の設計者、整形外科医、IT スペシャリ
スト、そしてその他のエキスパートに
皆さんにアドバイスを求めました。そ
うしてついに、短い測定時間内に求め
られる精度で測定結果を取得すること

のできる方法を開発することができま
した。

「この難しい仕事を引き受けて取り組
んでくれた、イノベーションの意気
とやる気に満ちたチームがいたこと
を、わたしは大変幸運に思っています」
と、フィリップ・ヴィリーアは言いま
す。「彼らのおかげで、お客様に最適
のソリューションを見つけることがで
きました。もちろん、これが ZEISS
の目指すところです。」今日では、全
体のプロセスは大変スムーズに動いて
います。shoe commerce 社の社員の
皆 さ ん が、ZEISS Quality Excellence 
Center に、定期的に新しいモデルの
安全靴をお持ちくださいます。測定後、
ZEISS から shoe commerce 社にデー
タが返送され、データはそこでデータ
ベースに保存されます。アルゴリズム
がこれを使用できるように、700 以上
もの靴のモデルが保存されており、さ
らに新しいモデルがコンスタントに追
加されています。 

技術の卓越性と同等に重要な、信頼
ベースの協力関係 
アレクサンダー・ゲルツ氏によれば、
スタートの段階から ZEISS を選んだの
は正しかったとのことです。「私たち
は、私たちが造る製品に対しては、非
常に高い標準を設けています。それは
これらの製品が、人の健康に関わるか
らです。だから私たちは最良のテクノ
ロジーを用いたいと考えたのです。そ
して、事が測定テクノロジーにおよぶ
ならば、ZEISS 社こそがベストなので
す。」ゲルツ氏は協力関係を持てるこ
とをとても喜んでくださっています。

「ZEISS 社が、私たちの事業がこれから
始まるのだということを真剣に受け止
めてくれて、ソリューションを見つけ
るために対等のパートナーとして協力
してくれたことにたいへん感銘を受け
ました。テクノロジーに関することだ
けではなく、従業員レベルでの相互ア
クションにおいても、すべて正しく行
われたと感じています。信頼ベースの
関係が、迅速に形成されていったので
す。これは、長きにわたる協力関係を
築くための、素晴らしい土台であると
思います。」
フリップ・ヴィリーアが次のように付
け加えます。「正しいアイデアを持ち、
それを市場に組み込むことができれ
ば、今日のスタートアップ企業が明日
の大企業であり得ると ZEISS では、理
解しています。」すなわち、彼もまた
shoe commerce 社との協力関係から
豊かな実がなることを楽しみにしてい

るのです。「私たちにとっては、これ
はすでに大成功です。私たちは、より
フィット性の高い安全靴の開発に貢献
できた、そしてそれが働く人たちの健
康を護ることができるのですから。何
と言っても、ZEISS にもまた製造工
程に多くの従業員を抱えており、彼ら
が何を必要としているかも良く知って
いるのです。」 
shoe commerce 社には、長期に渡る
意欲的な計画があります。「最適形状
のしっかりフィットする靴で健康被害
を予防する - shoe commerce は足
の健康の代名詞となるのです」と、ア
レクサンダー・ゲルツ氏は言います。
使用する対象が安全靴であれ、コン
フォートシューズであれ、あるいはス
ポーツシューズであれ、同社のデジタ
ル化サービスによって、どんな妥協も
受け入れることなく、整形外科クォ
リティで誰もが自分自身にぴったり
フィットする靴を手に入れることがで
きます。これは、健康な足を育むこと
に大きく貢献します。そして、本来受
けるべき注目をまだ受けていないテー
マでもあります。

私たちは、私たちが造る製品に対しては、非常に高い標準を
設けています。それはこれらの製品が、人の健康に関わるか
らです。だから私たちは最良のテクノロジーを用いたいと
考えたのです。そして、事が測定テクノロジーにおよぶなら
ば、ZEISS社こそがベストなのです。
shoe commerce社CEO、アレクサンダー・ゲルツ氏
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安全靴の内側ボリュームの測定は、ケルンのZ E I S S 
Quality Excellence Centerで行われます。 

MyPSAで、shoe commerce社が3Dレーザーテクノロ
ジーを使って、靴を着用する人の足をスキャンします。 

ZEISS Quality Excellence Centerのセンター長のフィリップ・ヴィリーア（左）と談話中の、shoe commerce社CEOのアレクサンダー・ゲルツ。



カールツァイス株式会社
インダストリアルクオリティソリューションズ

〒102-0083
東京都千代田区麹町2-10-9
Tel: 0570-02-1310
Fax: 03-5214-1141

〒564-0062
大阪府吹田市垂水町3-35-22
Tel: 06-6337-8031
Fax: 06-6337-7804
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